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はじめに 受験の規模

累計
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申込者数推移と合格者累計

申込者（電気工事士） 申込者（電気主任技術者） 合格者（累計）

総申込人数
３１.５万人

累計申込者数

令和７年度＝コロナによる試験中止後反動を除き
制度史上最多の申込人数
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一般財団法人電気技術者試験センター（ECEE）の概要

4

一般財団法人電気技術者試験センターは国や各都道府県が実施してきた電気関係の資格試験を
一元的に実施する組織として１９８４年（昭和５９年）に設立されました。以降、様々な業務を
追加し、現在は電気事業法及び電気工事士法等に基づき、①電気主任技術者及び、②電気工事士
の国家試験実施、及び③免状交付（電気主任技術者）を行う指定試験機関です。

③免状交付
電気主任技術者試験に合格された方に対する
免状交付事務を行っています

【電気主任技術者】

【電気工事士】

①電気主任技術者試験
第一種と第二種試験は、一次試験と二次試験があり、
第三種試験は、一次試験のみです。
電験三種は五肢択一方式でマークシートに記入（筆記
方式）又はパソコンで解答（ CBT方式）で実施しています。

②電気工事士試験
試験は第一種も第二種も、四肢択一方式でマークシート
に記入（筆記方式）又はパソコンで解答（ CBT方式）す
る学科試験と、実技による技能試験との 2段階で行われ
ます。 注）来年度から学科試験を原則 CBT方式に変更



個人的解釈１
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現場技術者、なかでも工業・電気関係はAIに駆逐されにくい

AIで伸びる職種TOP10 AIで減少する職種TOP10
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個人的解釈２
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付加価値を生み出す中心は「モノ・コトづくり」とイノベーションであり、
そこにおける賃金上昇が加速している

2015年度 2025年度 年上昇率（％）

電気主任技術者

=100

１５５．３ ４．５

電気工事士 １３９．７ ３．４

建築士（一級） １２１．９ ２．０

ITエンジニア（SE） １４８．０ ４．０

介護・看護（看護師） １１９．５ １．８

医療事務 １２６．８ ２．４

アルバイト（最低賃金） １２６．０ ２．３

給与所得者（サラリーマン） １１３．８ １．３

出典：建設物価、賃金構造基本統計調査、専門職賃金動向（財務省）、ITエンジニア統
計、病院事務職賃金データ（産業労働総合研究所）、都道府県別最低賃金、等から実質
（GDPインフレ率）化後の各賃金を指数化（２０１５＝１００）

専門職
分野

賃金が法令
等で決定さ
れている
分野
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個人的解釈３
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定年なく、好きな土地で家族と暮らしながら、専門知識・スキルが生かせる職業
への志向が強まっている

令和6年度高齢社会対策総合
調査（厚生労働省）
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電気主任技術者や電気工事士の活躍の場 活動実態調査

8

近年、社会の情報化、電動化、地球温暖化対策強化の中で、電気エネルギーの供給と利用は新たな広
がりを見せています。それらを支える電気設備・工作物は私たちの生活や経済活動にとって不可欠な社
会基盤であるとともに、そこに従事する様々な技術者、特に電気主任技術者、電気工事士の活躍の場が
広がっています。

当センターでは、電気主任技術者試験や電気工事士試験に合格し、資格取得後にさまざまな分野で活
躍している電気技術者に対して、具体的な活動内容や活躍の様子をインタビュー形式で調査し、その結
果をホームページを通じて公表しています。

前中 由希恵 さん
なないろ電気通信株式会社
一般社団法人女性技能者協会 代表理事

前中さんが電気関連の施工を行い、金属管の
見せ方や灯りをコーディネートした店舗。
誰が見ても「美しい」と思える仕上げ。
⇒電気工事とインテリアの融合

例
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電気主任技術者や電気工事士の活躍の場 資質向上事業

当センターでは関係機関が実施する電気技術者の資質向上を⽬的とする事業（以下、「資質向上事業」
という。）を支援すること等により、当事業の着実な実施、さらなる普及・拡⼤等を通じて、電気技術者
の資質の向上を図り、もって我が国の電気保安の確保に寄与することを⽬的として、活動しています。

令和７年度については、「第25回高校生ものづくりコンテスト全国大会 電気工事部門」などをはじめ、
１２事業を支援しました。

【⼤会風景】

第25回高校生ものづくりコンテスト全国大会 第２５回高校生ものづくりコンテスト北海道ブロック⼤会電気工事部門
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電気主任技術者や電気工事士の活躍の場 実態調査

10

当センターでは受験者の属性・受験動機等を把握することを通じて、電気技術者に求められる社会ニー

ズの所在を明らかにすることを⽬的とした調査を行っています。電気技術者試験受験者に対し、年代別構

成、属性や受験動機などについてアンケート調査を行い調査結果を報告書としてとりまとめ、ホームペー

ジを通じて公表することにより、関係者の活用に供しています。

令和 7年度受験申込者年代別構成

電気工事士試験については、
全体の約４割が１０代や２０代の若い世代です。
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試験センターの取り組み（８０年続いたマークシート方式からCBT方式へ）

これらの取り組みの１つの現れとして、２０２３年度（令和５年度）よりCBT（コンピューターと

情報ネットワークを使った試験）など、事故や自然災害等にも柔軟で堅牢なシステム導入を実現する

ことができました。今後とも、国家試験の公正かつ的確な遂行という使命に基づき、電気技術者を目

指す方々のために常に課題に取り組み、多様な受験機会を確保し、公正かつ的確に試験を実施します。

CBT受験イメージ（電工） 試験終了後、結果を即時フィードバック
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厳しさを増す教育現場（工業高校の先生方、当センター試験委員からのご指摘）

12

社会変化

学校経営

２．
実習設備老朽化

・更新の遅れ

９．
柔軟な教育課程
と学科統廃合

３．
教員人材のなり手

１０．
社会のキャリア志向と
職業教育・産業人材育成、
工業高校選択とのギャップ

４．
学校・教員の教育外
活動負担増

６．
教育情報化への要請５．

資格取得と実践力
バランス

７．
AI・データサイエン
スへの対応

８．
産業界との連携

１．
地域人口減少

国家試験と
共通



新たな取り組み（包括連携協定）
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①包括連携協定の締結

②競技会（ものづくり大会等地域・全
国）への人的・財政的支援

③特色ある教育上の取り組みに関する
表彰・助成と広報（教育奨励賞）

④PC教室等を活用したCBT試験の配
信実証等（学校オンサイト試験）

⑤学校単位で受験する場合の生徒管
理・成績管理等のワンストップ化（ス
クールページの開設）

教育・人材育成分野における電気技術者の育成への取り組み
を支援し、もって、わが国の産業の発展に貢献する優良な電
気技術者の育成に寄与する

情報交流と協議に基づく連携策の実施

⑥電工・使用済技能試験部材（年10万
セット）より学校教材として提供

合意済・締結予定

実施中※

実施中

計画中

実施中※※

開発中

これまで金沢工業⼤学（石川県・CBT）、種子島高校（鹿児島県・PBT）な
どで試験実施に関する知見を蓄積。今後、中山間・県境地域において同様の
取り組みを進める。（岐阜県エリア等を対象に準備中）

これまでに廃棄処分してきた使用済技能試験材料を、障がい者授産団体と連
携し、使用済材料を分解・整理。県電気工事組合の協力を得て滋賀県下、福
井県下の工業高校に配布。（個別対応から全国規模へ）

８年度より学校毎専用の試験申込管理、合否・成績管理サイトを構築。
スクールページとして学校・先生方の負担を軽減し、教育活動の一助に。
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包括連携協定
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工業高校オンサイト型CBT試験
（CBT出前試験）の展開

CBT試験、学校手続・管理の一元化
・従来の筆記からPCと情報ネットワークを使用する試験
・日程・会場変更など柔軟性に富み、災害等にも強靭

高校PC教室等を用いた出前CBT試験（日本初）

出典：CBT-Solutions例：金沢工業⼤学における電験CBT会場

試験サーバー

オンサイト（出前）会場
※出前＝会場に足を運ばなくても
学校で試験完結

全国常設CBT会場(300会場)

受検者毎に異なる問題セット
即時採点・結果通知
災害等があれば安全優先に中止

、迅速再開
予定変更も容易

岐阜市

⼤垣市

中津川市

岐阜県立
高山工業高等学校

飛騨・高山エリア

●高校オンサイト型CBT試験
開催校：岐阜県立高山工業高校
日 時：令和８年５月２４日（日） 午前１０時開場
受験予定者：３０名程度(高山工業高校、飛騨神岡高等学校の生徒の方々)

●包括連携協定調印式
場 所：高山市内会場（別途ご案内）
日 時：同日 午前１１時ー１２時の間
来賓等：ご案内中

新たな取り組み（国家試験の「出前」実施）
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おわりに
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オンサイト試験型CBT試験風景
岐阜県立高山工業高校

包括連携協定調印式



参考１：国家試験のイノベーションに向けて（リモート採点）

17

➢ 電験一種二種の二次試験は記述方式で行っている。最新のデジタル技術を駆使したリモート採点システムを導入する

ことで、旧来の採点処理に係る事務処理、特に時間と場所に大きな制約を伴うという課題の解決を図る。

試験センター会議室
採点者A自宅 採点者B自宅 採点者C自宅

答案
画像

答案
画像化 採点結果（得点）を

自動集計

答案 答案 答案

採点者A 採点者B 採点者C

採点結果が

記入された

答案を回収

答案
画像

答案
画像

クラウドサーバ

〈リモート採点システム（イメージ）〉〈現状の採点方法（旧来からの方法）〉

得点結果を手入力

× 採点者が遠方から試験センターに

赴く必要がある。

× 作業時間に制約がある。

× 作業効率が良くない。

× 入力ミスのリスク

事務局試験センター会議室

➢ 「リモート採点システム」導入に際して、センター単独ではシステムの設計仕様の作成や課題解決方法の考

案が困難であるため、ＩＴ技術に高度な知見を有する事業者をパートナーとして選定し、共同研究を重ねて、

円滑な導入を図る（本年度より一部運用開始予定）。
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参考２：国家試験のイノベーションに向けて（AIの導入）

18

電工技能試験問題を用いたAIによる判別実験(2023)
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